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北海道産蜉蝣 目 ・債翅 目 ・毛 翅 目

　　　　　の 幼蟲 に就 い て

洞　 澤 勇

1

　昭 和 5 年夏 （7 月一8 月、1930）恩師岡田彌
一
郎博士は學兄 木揚

一
夫β…を同

俘 しτ 北 海道淡水生物採集族行 を試 み られ、渡島・膽振 ・釧路・北見・石狩の 諸

國を一巡 して 、同地で 有名 な湖沼 を殆ん ど殘す所 な く渉獵 さ れ た 。 塾i者は其

の際 の標 本中．蜉蝣・積翅 ・毛翅の 3 目の 幼蟲觀蔡の 幸に接 し得 ナこの で其の結

果の
一
部を報告す る事に した 。 標本は總 べ て 幼巌で 、 唯成蝨 としτ は蜉蝣類

の EPIse7nei’a　7
’
aP ・itictz が 1 匹混在 して ゐた に 過 ぎない 。 それ故、本邦産の 之

等昆蟲に 關する研究のボだ完成 しτ ゐない 現在では 幼蟲 だけで種名を決定 し

得 る と云 ふ もの は眞に 少い 。 從つ て 、今囘觀察 して 得ナニ結果 も甚だ不充分な

漢 々 とした もの で あるが、將來 の研究の
一

助 と もなれば幸 と思つ て ゐる 。

　本文を草す るに當つ て 、 恩師岡田彌一一郎搏士は深甚な御歎導 をな し下 され 、

畏友木揚一夫氏は 同博士 と共 に貴重な標本を貸與せ られ た。 爾 、 北誨謹 農事

試驗揚桑山覺氏 は文獻に つ い て御助言を賜 り、且 つ 本文較閲の 勞 を とられ 、

西 ク原 農事試驗揚木下 周太 ・河 田黨 兩技師は本 交に就 い τ種 々 御忠言下 され ．

京都帝大上野盆三氏は文獻 に就 き御助力下され た。 叉 、東京帝大谷津直秀博

士 は圖書の 閲覽 を許 され ナこ⊃

　謹ん で 茲 に 感謝の 意 を表す る 。

　　　　　　　　　　　　　　　2．

今囘の 綵集標本中上 述 3 目幼蟲名を列記すれ ば、

a ） 蜉蝣目

　　　　　　 EPIiEmera 勿 012加 ErcrON

　　　　　　　EPItemera 衂 初 泡 傭 MAcLACHLitN

　　　　　　　EPeer” s　ladeJtroliWin　 UEKO

　　　　　　 御 鰓 8 伽 sp ・

　　　　　　 Amelgtfss　 sp ・（A ）

　　　　　　 Ame 〜レ伽 3 　sp ・（B ）

〔昆蟲　第 5卷 第3 號　昭和 6 年（1931）〕
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（．

b） 禎 翅

c ）　毛

　　 魚 勘   凄如 〃 危か’∫ LIPtts．
E （〜）　　　　　　十

　　 ごZeeen　sp ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ？．

　　
’
Fart：leLP．勿 潅〜lebia　sμ　　　　　・　　　

甲

　　 EPhe ’nerella 齲 卿 σ UEI　O 　　　　　 ＋

　　 EPkemerella　sp・　　　　　　　　　　
−

　　 Clsit・n ・Pl・・ra 　sp ・〜　 　 　 　 　
一

　　 目　 　 ・

　　　Per〜b飽 ∫ 4ispar　QK 測 oTQ

　　　Perta・sp・．’
　 　 　 　 　 　 　 　 ＋

　　　∫を昂勉、tibialis　 Pエ  理 　　　　　　　　　　　＋

　　　1｝ePerla 　sltibel ，awae 　O ［CAMOTO 　　　　 十

　　　∠4〜？ePerla ・sltibwhaferae 　QIくAMOTO
’
　　　 十

　　　Neinθπ ra 　sp 、

”

　　　．　　　　　　　　　　　　　　十

　　　？tptoneviteura 　Spi・　　　　
’
、　　　　 千

　　　Llrucrra　 sp ．　 ・　 　 　 　 　 　 　 〜

　　　伽 ・吻 吻 濯 褝 6競 α QI蝋 ・ TQ 　 　 ＋

　　　Cdi戸nia 　sp
．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〜

翅
1
目　

’ 

　　　
．’

　　　π 伽 吻 輪 鯒 加 読 鵬 工w 漁

　　
』
」？li），dcopAila　lawaalensis．　IWAT．A 　　　 ．＋

　　
’
ノ〜丿f）

，aCoPhita 　th2gtSs　PICTET　　　　　　 ＋

　　　R 伽 e・Phila　sltiknts．caezasts　lwaTパ 　 　〜・

　　　 Glesses。 脚 b。伽 5ガ℃ URTIS 　 　 　 　 千

　　
’M ）droPsγclse 　setezasdr　IWAIrA　　　　　 十

　　　
．
Triaen ・de・

．
・p，　 　 　 　 　 　 一

　　　融 吻 瞬 卿 ’吻 ・泌 MAcL ・ch 嘩
．

＋
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 i

　　　躍 妙 姻   dueins　STE？耶 Nゴ　　　　 十

　　
’
Siセ％ψ湧♪〜詑35じ　sp ．

”．
　

”

　　　　〜

　　　二君盆ウφ沼iソ勘藷2
’
Sip：・　∴　

．
　　　　　　　　

1’．

　　　σθ識 メ廊 ¢
・
：恥 klcrus

‘
　　　　　 ＋

　　　Brt
「
‘勿溜篇癖 偽 メψ o％癩 ．工殫 「a ・　　 十

　　　 1

±

・四（十 印は本州 其の他の 内地 と共逋種、一
印は北海道にの み現在知 られ τ ゐ

る もの 。 ）　
’
　　　 、、　 ．．．．

1
　

’齟．國
　

．．
1
．
：

「
　　 ．、

∴．：．
’

．．；

で 1 總 べ て 亘dda 戯 C の 昆蟲に屬 し、北海道に丈知 られて 、
．
覗在の 處では
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末 だ内地に記 載され て ゐな い もの も相當あるが 、共逋種の 方がは るか に多 い 。

慨 察 した 幼蟲驃1本だけ
’
に就 い τ 述べ る と、蜉蝣 目では 12種中 5種 、 積翅 目で

は 10 種中 1種（2種は不明）、 毛 翅 目では 13 租中 3麺（2 種は不明 ），合計 35

種中 9種 は未だ内地か ら記 され て ゐない 。 然 し 、 前に ・
も述べ た 通り．之等の

事柄は 、 水棲昆鏃の研究が進むにつ れτ 變更され る可 き餘地が大部ある樣に

思はれ る
。　 　 　 　 　

’
　 　 　 　 　 　 ．　 　 　 　 　 　 　 　 　

．

　今囘の 同氏等の 族行鯵短時 日の 聞に な された の で ある故．充分な結果 は得

られなか つ t が．之 等の 昆蟲の 研究 が詳細を極め る樣にな る と分 布上 に も 、

生態上 に ら興味あ る問題が多 い であ らう、 邇覽するに 本道 には 、 外の 動物 で

そ うで ある と同襟に 、 比較的寒い地 方や高 山に唆 く分布 しτ ゐる屬種が少 く

ない 。 勿論 、 其の 中には比較的暖か い地 方に分布して ゐ る もの もあるが廣い

範圍の 温度に對 しτ 抵抗力の ある もの が多 い 。 印内地で 云 ふ と、高 111に もzド

地に も分布 して ゐ る と云 ふ 樣 な種類 である り 蜉蝣Elの Antelet” S　・・ParalePlo−

Phlebin・砌 麗卿 ぬ 其の他の 多 くは 北 ア メ．リ カ ・歐洲に廣 く分布 して ゐる属

で 、其の 中には餘程北の 方 に邃 して ゐる もの がある 。 本邦内地で も種名は 未定

で あ るが 、秋末か ら冬に か けて 幼蟲 が澤 山出現 し t 早春 3 月始め 、 師に 羽化

し
一
匸 しまふ Ameletits　．　ParalePtoPlilebiaの 2 種 があ る 。 櫁翅 目に於 τ は Perla

ttOialis．が最 も廣 く分布 して ゐ る。 爾，該 目中 に は 、 本州で は高山に迄分布 し

τ ゐる もの が本遘で夲地に 産する 揚合が少 くない （UPIi’O　，1929）s 阿寒湖附

近で探集 しナこ thofoneinolera幼蟲は 、
・本州 では比較的低い 地方か ら 1690−18

00m の高 山に まで 分布 して ゐ る もの と同種 で い 4’妙 吻 sliibalea
’
diail も 内地

北 ア ル プ ス で 2000m の高 處か ら知 ちれ て ゐ る 。
　 L ・zaetra　sp 一 乃 編 ψ勿 潔

画 うenica も、其の 朋化期等か ら考 へ て 、稍 々 耐寒性の 大 きな もの で あ らう。

大雪 山黒 岳で梅拔 1700m 附近、雪溪雪溶水 の 流れ て ゐる，石下で 多數の axPnia

sp ・幼蟲が 探れて ゐ る の は 歐 洲 ア ル プ ス に 高 山性積翅 目代 表 と して 〔「aPnde

蛎脚 あ り、本邦中央 ア ；ル プ ス 地方に て ψ ぬ 抑 勿 薦 あ る等か ら考察 して 甚だ

興味深 く思 へ るが 、 唯 、 成 蟲を得ない の で種名の 不明なの は遺憾で ある。

　 尚、本道産の之等水棲昆蟲 のM 化期が本州産の ぞ．れ に比 して 稍 々 遲れ て ゐ

る もの が少 くない’
e 蜉蝣目 の EPIienferella顔 ρ洳 揖内地 で 4 月一 6 月頃羽

化す るが北海道で は 8 月に充分成長 した 幼畠を多數探集 した事か ら考へ τ 羽 ・

化期の遲れて ゐる事が判る 6・叉 、此の 事實は積翅目の TaenioPte，」
，x7

’
aPonica ．

羅”ψ4麟面 緲 硝伽 鋸 》 ムψぞ瘉
’
slithakawgee に見 られ 、 殊に前者ば本州 にて 2 月一

3目に羽化するが本道で は 5 月始 めであ る（岡本，1922 冫。 　　　　 r　 ・
’
．，

：：i以上を概觀すろ 乏北海道に砥 此較的寒い地方や 高ISj　｝： もよ
’
く耐へ 生存 し得

「
r
ー
ー
ー

尉

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Entomological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Entomologloal 　Soolety 　of 　Japan

1ユ3

る もの が多 く、 本邦本州で 侮拔 1700−2seOnl等の 高山に まで分布 しτ ゐる も

のが本道では比較的低 い 地方に も居 り、 倚本州 に 比 しT 、朋 化期の 遲れ る も

のが多 い事を知 り得る 。

3， （特 殊 な 幼 蟲 の 記 載）

　　　　　　　　
一
Nreptagenia　sP （岡田標本 N ・・271）

’
・・… 麒 の 著 … 1・・t・ ・ n ・… d ・・me ・・h ・r　J・

騨
… p・d6ぎ・f　Eph ・m −

ericlae　
”・中で 日本 か らの 探集標木中に 岬 蠏 廊 SP ・が含まれ

一
Cゐt　事ig記

しτあ るが詳し くは逑 べ て ない e 今囘は幼愚丈 で成蟲 は得τ 居ない故種名は

判 らない 。 幼蟲か ら考 へ て 、 羯逸其の 他に産す る HeP 　tagenia　f「ava に 近 い

もの らしい が勿論同種で は ない ， 内地に も同樣なの が分布 して ゐるが北海道

』
産の 幼蟲の方が色彩 がすつ と濃い 様で あ る 。 ．

　 體色 ： 概 して 嗜褐色 、 薄白色斑が處 々 に發逹 して ゐ る。 頭部は黒褐色で後

部單眼遡 ぎ側豫に終 る横白帶力筋 る。 觸角は基節を除き他 は鰍 色 ・ 脚の

腿節に 3、脛節に 2 （1 は基部．他は 中央部）の 横帶發邏 し、1附笳の 大部分は

晤褐色である。 腹部嗜褐 ．各節背面上に 1對の薄 白色斑 あ り
1
、該斑紋間は廼

部に 比 して 黒色味濃厚で 、中央線に 沿ふ 1 縱 走黒條を形成 ししゐ る 。 尾脚は ・

嗜褐色 で白色の 節が桿則正 しく介在 して ゐ る ，

　 外部形態 ： 體幅ば頭部及び前胸 に於て 最大 で 、著 じく背腹の方向に扁
ZF に

なつ て ゐ る。 頭部の 幅は長 さよ り大 、 外隅角は 圓味を帶ぴ て ゐる 。 前縁には

細毛があ る。 觸角は は る か に 頭幅を越 へ る。
口器中上唇は形駄 Ecdlesr〃S の

それに似て ゐ る 。 葉節は廣 く、内縁に生 じて ゐ ゐ長毛は融著 して hyftline　
la−

mella を形成する傾 があ る 。 下咽喉は EedPtitrusの それ に近 い形1伏を と り、側

勲 縁に生 じ懐 毛1蝶 餓 二於 9」る如 く基部鬲蛤 し・　 hy・1i… 1・mella を形成

す る。 前胸側縁は 圓 く孤を藹い て ゐ る 。 各脚腿節及び脛節外縁は細 弔列 に蓋

　 測　定

體 長 1頭

工1mtn12mm12mm12mmlO

　 mm

，4 囮 m4

．m ．m3mm4m

皿

幅． 中 尾 脚 長

　．20mm
’

　 20m 皿

い一 長

21mm

工9 皿 1m

、謡

，
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　 　 　 　 　 　 第 工 圖
’
1） 幼 鎧背面觀　　

’X3 ・・
：

・3）顎　　　　　　　　　　　x36 ・．

5）上 咽 喉 　 × 23．

7）第 1 腹 腮 　．
．
図36．

，．9）　第　7　腹　腮　　　　x36 ・

EopttEgeitia　 sp

　 　2）上 　 屠 　 x23 ・

　 　4）下 　 顎 　 x23 ・

　　6）脚

’
鈎 爪 　× 4：．

　 　S）第 5 腹 腮 　 x36 ・

甲

i

畔
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。

−

はれ 、脚 端の鉤爪は 琺 刺を具 へ て ゐる 、 腹節 第 1−7
｝  る各 劇 の 腹腮は

鯛 馳 し燦 棚 と嫐 ・S・detし懐 卵 隅 とか ら鱒 て ゐ 6・ ．第7 腹

ゆ 卿 脳 曝 く沮 つ 棚 腮ケも恥 聯 蝿 鰹 鱗 輩 及 び’lt

刺毛型生 じ艫長を越ぺ る。

・・

探輓 瀕 綱 阿寒醐 主ぐ4・流・

　
‘
探集 白・ 8 月 13 日・1930。

　　　　　　　　Ametetus　 sp ．　 A （岡田標 奉 No ・267）　
’
．

　 體色 ： 黄褐色、觸角の頂部は 白灰色 、頂部 より稽 々 下部は累禰隼言繭胸側

縁唔裼、前胸竝に 第 2胸節背面上に縱 走する暗色條發逹
’
し、 前者では 2 條を

算する。 跚節及 び脛節の 基部及び腿節の基部近 くに 黒色域がある 。 腹部背腹

　兩面には斑紋が發邏 し，i 尾脚は黄褐色で 中央竝 に頂部は曝色を呈す る 。

　　外部形態 ： 體細長 く 、 多少圓筒状で bt 體幅は第 2 胸節で鼠大である 。 口籌

幽．上唇は略四角形 で長 さは幅の約 213ある。
形態は 内地産φ4耀 婦 ‘3 とよ

　く似て ゐる。　　　　　　　　　　　　
幽F

　　　　
’
．

　　體長 ： 8−9・51nm，中尾脚長 ： 3【nm ・側尾脚長 ： 3ご3・与1m  ．

　　探集地 ： 釧路國阿寒下湖に注 ぐ小流 。

　　探集 日 ： 8 月 13 日，1930、

　　　　　　　　　　　第 皇齒　漉厩 臨 s貸 （画　　
’
　　　 ・

一
齟
・

牌麟 1）廟 槻
話5

．

’h
噸鰍π

啣墜 ・
ボ

慧
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　　　　　　　 An 〜elfヌ幡 3P・B （岡田標本 N 。．・262 ） ・

　體長比較的大 き く、色彩 ゼ 下唇の側 舌頂毛等稍 々 AiJteldtts　SP・A 　と違 つ

て ゐる が標本が少い の で 明言 し難 い ，或は 同種であ るか も知れな い。

一
腹部各

節背面上には八字1伏斑紋發蓬 し、 該斑紋 聞は色が薄 く、體 中央線に沿 つ た縱

走條 を形成 じて ゐ る ， 腹節腹面中央 前加 三も薄斑 があ る。 第 7 腹腮は狹 く、

舌欣 を し．穃 力 形が斜で あ る 。

　｛i豊・長 ： 11一工2mm 。

　綵集地 1・石狩國双雲溪 。

　操集 日 ：．8月 5 日 ， 1391。 ，

　　　　　　　　　Ephemeretla 　 sp ・（岡田標 本 N 。．27？）

　體色 ： ア ル コ r ル 漬故變色 しk6 の と恩はれ るが體は多少唔 色を帶びた褐

色 e 各脚腿節竝 に脛節 に 2 横條發逑 し、 腹部背面 に ある各 1 對 の 突起頂は噌

褐 色 、 或標本では腹部前部及 び後部が灰黒色を呈 して ゐる 。 尾脚は 白色で多
數の黒色環を持っ τ ゐ る 。

　外部形態 ： 體幅は第 2胸節で 最大、頭部は前胸 よ りも幅狹 く
． 觸角は比較

　　　　　　　　　　　
’
第 3 圖 五lehe〃 enllq 　sp ：

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M

　　　　　　　　　 1）　下 蹟． x65 ・　 2） 下 咽喉iX65 ・

　　　　　1 　 3） 下唇 ．．
x
　65ゼ 4）．第 1 脚孕ぴ 其 の 觚 ・

的長い 。 頭部匹卿又は窄犀發達 しない q
・前胸妹背面か ら見 る と四角形で、中

胸 よ り幅狹い 。 腹部背面 に 在る 1 對の刺朕突起は顯 簪、 脚端殉爪 内線に數岡
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の 刺を具へ て ゐる。 腹腮は標本 不完全で其の 構造 を明 らかに し得ないポ ロ器

中下顋葉は 3突起 に終 鉱 爾、頂部彊毛を生 じ、 下顋鬚は甚だ短い 。 舌の 各葉

頂端は 圓味を帶ぴ 、 細長毛を粗生 して ゐる。 下唇鬚長 く ． 其の頂節は最小で

あるが同屬の或種の 様に他 節に 比 し， 格段的に 其の 大 さを異に して はゐない 。

稍 々 圓錐形で ある 。

　體長 ： 5−7mm ； 中尾脚景； 2・5−3・5n皿
・

　採集地 ： 釧路國阿寒湖・駒別川・阿寒川 ）

　綵集日　：　8 月13 日， 1930E

　　　　　　　　　　Pertb　sp・（岡田驃本 No ・12）
‘

，本邦から相當多種の 陸吻 成鋤 撥 表せ られ て ゐ るが ・ 其の幼蟲蹴 い τ

’

　　　 第　4 圖　　Peirla　5P・

1） 全 景 背面觀 X2 ・．即下 顋・ 3）下 唇
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鐸
ゴ

11S

O！知見は誠に少い。 本種は 如何 なる Perlaの 幼蟲に屬す るかは 不明で あるが

著者の 知つ て ゐる範圍で は 未だ本邦か ら記 載 され て ゐない 。 本 幼鎧に甚だ よ

く似尭種顛は本州に も産 し、 著者は冬期 （9月 級 月）山稟縣及び 東 京府に跨
つ τゐ る多 摩川上流で綵集 した 。

　本幼蟲標本は 2 個磑で 1 匹 は よ く生 長 して ゐ る が 他 の 1 匹は 小 さ く色彩 も

兩者多 少一致 しない ところ もあ り、 將來多數 の個體 に就い て 觀察を要す る も

の で
’
あ る 。

　色彩 ： 嗜色部が度 く發達 して ゐ る莢褐 色 。 頭部最先端の 單1眼前部に 大 きな

薄色域 があ る。 觸角基部嚼褐 ．仙 部黄褐色， 各胸節背  は暗褐色で規則正 し

く各對 をな して ゐる薄色斑 があ る 。 就 中 、 第 2・第 3 胸節背面上 の 2 對の斑紋

は 扣寄つ τ 各 々 装形をな し、顯著である 。 標本中大形 の もの では腿節上 面中

央 に 馳 域があゐが 、

鹽
小形 の もの では著 明で ない淌 、前者の擲 は黄華絶 ．

各 2−6 節の 背面の 前後兩縁は 黒褐色で 中tlに 黄褐色域を有 するが後者では全

部黒褐色であ るっ 尾脚は暗赤褐色 。

　外部形態 f 體は背腹 に比較的扁ZF
， 中後兩胸節で體幅最大 。觸角細 長 く、 微

刺毛を生 じ、基部後側に は長毛列を有す る 。 口器は上野氏の 記載 した Perla
sp ・及 び P・棚 励 の それに類似 して ゐ るが下顋葉節は比較 的狹 く、 下顕鬚は

葉 節の 2 倍 よ りも長 く、 頂節最短 ．葉節頂の 2 刺は比較的強大 で あ る。下唇i鬚
の 最頂節は比較的細長 い 。 腹部背面中央線に 滑つ て 著明な長毛束を 粗生 して

ゐ る 。腹部第 7−8 節最大 、尾脚の 基部に長毛束がある。 尾腮を缺除 して ゐる
。

體 長 ・ 角 ・ 1尾 脚 ・

27mln22mm Um 里ugm

↓u

’

　　　　］3nlm （不亮全）

　　　　171um

　 綵集地 ： 渡 島國赤川 。

　綵集日 ： 8月30日，19300　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ： t

　　　　　　　　　　Czpnia 　sp ・（岡田標本 No・10）　　　　　　　　　　
’

　
・
岡田博士 の 語 る ところに よる と本幼蟲は大雪山黒岳 の直下 、 雪溶水 の集 ま

つ て ゐ る溪流中に棲息 しτ ゐて 、 該地點は 海抜 700 ・n の高處に 當る と云 ふ ，

倚、同處 か らの標本 と して CaPnia　sp ・と一緒に C。1eopteraの ゐケ跳 ‘2‘∫ 幼蟲

があつ t 。

　體色 ： 體は褐色 ． 觸角は基部を外 き他は噌裼色、胸腹の 背面には特殊の斑
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　　　　 　　　　　　第 5 圖 CaPnla　sp ・

1）上唇 x65 ・．2）顎 x65 ・ 3）下 顋・4）下唇・5）　第 6 隅1附節 × 65・

紋が發達 して ゐない 。 脚 、 尾脚は共に褐色 ，

　外部形態 ：

’
體は稍 k 細長 く、嶺は 圜味を帶ぴナこ三 角形、觸角は比較的長 く

體の約牢 。 前胸は幅 、 長 さ よ り大 き く、 圓味を帶ぴ？こ四角形 、 中後の 兩脚は 前

胸 と略同幅 、 脚1繦 粗 、 繍 二組毛を生 じて ゐる 。 第 2 肺 最短 、 第 3 鰤 長

は前 2節 の 約 2 倍 。 尾脚は長 く、粗 、 各節後縁は稍 々 環い毛を有 しτ ゐる 。

口器は第 5 鬪に示 し喪様で ある 。

體 長

5mln

『
51niポ

5mun

觸 角
・

司 ．尾 鹸

2 ’
mm2

．5mm2

．5mm ．

3mm
．
4mm3mm

探集地 ： 石狩國大雪山黒岳。

綵集 日．：．S且 1O月 1930
。
， （東京市衞生 試驗揚 生物 研 究 室）．．
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